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RSEr 7.RSET全体の活動状況
会議等の開催実績(RSET全体）
【RSET運営会議の役割と構成員】
・センター運営の基本方針、人事及び予算を審議する。
・理工研究域長、自然科学研究科長、関係系長、RSETセンター長、若干名のセンター専任教員、その他
理工研究域長が必要と認める者をもって構成する。
＜構成員＞福森理工研究域長（議長）、加納自然科学研究科長、櫻井物質化学系長、浅川物質化学系教
授、上田機械工学系長、山根電子情報学系長、飯山電子情報学系教授、前川環境デザイン学系長、高橋
RSETセンター長、三木RSET副センター長、上杉RSET副センター長、木綿RSET第2部門長、関RSET第5
部門長以上13名
(開催日と主な議題）
･第1回サステナブルエネルギー研究センター運営会議：平成24年6月20日（水）
＜主な議題＞（1）平成24年度の活動案及び予算案について（議事)、（2）平成23年度決算報告に
ついて（報告)、（3）平成23年度RSET研究活動報告書について（報告）
【RSETセンター会議の役割と構成員】
・当該センターの活動に関することを審議する。
、センター会議は、センター専任教員、センター兼任教員、その他センター長が必要と認める者をもっ
て構成する。
＜構成員＞（部門l)高橋（委員長）、前田、當摩、桑原（部門2)木綿、榎本、河野、木村
（部門3）瀧本、三木、長谷川、児玉（部門4）上杉、田中、石島、森本
（部門5）関、古内、池本、本多
(開催日と主な議題）
･第1回RSETセンター(RSET)会議：平成24年4月17日（第3火曜日）
＜主な議題＞（1）副センター長の指名について、(2)RSET運営費決算報告、(3)RSET研究活
動報告書の準備状況について、（4）ホームページ整備およびパンフレットのリニューアル版作成につ
いて、（5）平成24年度の活動計画について、(6)RSET専任教員WGの活動状況について、(7)
WG委員の確認
･第2回RSETセンター会議議：平成24年5月15日（第3火曜日）
＜主な議題＞（1）ホームページ整備およびパンフレットのリニューアル版の準備状況について、（2）
平成24年度の活動計画について、(3)RSET専任教員WGの活動状況について
･第3回RSETセンター会議：平成24年7月17日（第3火曜日）
＜主な議題>(1)RSET専任教員の予算配分について、(2)RSET運営会議報告、(3)RSETホー
ムページWG(RSETパンフレット作成業務を含む）報告、(4)アドバイザリーボードWG・研究活
動報告書WG合同会議報告と今年度方針について、(5)専任教員WGの活動状況について
･第4回RSETセンター会議：平成24年9月24日（月）
＜主な議題>(1)RSETセンターの予算配分について、(2)RSETアドバイザリーボード会合の開催
日程について、(3)RSETホームページWG報告、(4)専任教員WGの活動状況について
･第5回RSETセンター会議：平成24年10月16日（火)(第3火曜日）
＜主な議題>(1)RSETアドバイザリーボード会合の準備状況について
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その他：専任教員セ
ミッションに沿った
第6回RSETセンター会議：平成24年11月20日（火)(第3火曜日）
＜主な議題>(1)RSETアドバイザリーボード会合の準備状況について、(2) 1
ミナー(11/1O開催）報告、専任教員インタビューの進捗状況について、RSET ツs
各部門の研究進捗状況について
第7回RSETセンター会議：平成25年1月15日（火)(第3火曜日）
＜主な議題＞アドバイザリーボード会合プログラムの最終確認
第8回RSETセンター会議：平成25年1月31日（メール会議）
＜主な議題＞自然科学研究科博士後期課程改組に伴うRSETプログラムの立上について
認‘協力鱸との鎌
|個別ﾃｰﾏ’ |織型ﾃｰﾏ’
【RSET活動全般】
1．RSET専任教員の研究活動について
【RSET専任教員WG】
（目的と構成員）
･第1部門～第5部門に属する專任教員がセンター教員と
して一体的に活動し､研究内容に関する相互の理解を深
め、研究活動を推進する。さらに、各部門のメンバーの
相互協力のもと、部門単独では推進が難しいような研究
テーマについて､分野をまたがる部門横断的な研究プロ
ジェクトの創出を検討する。
・専任教員WGは、センター専任教員をもって構成する。
＜構成員＞（部門l)當摩、（部門2)河野、（部門3)g三木、 (部門4）石島、（部門5）本多
(開催日と主な議題）
第1回專任教員WG:平成24年3月23日（金)15:00～17:00
＜主な議題>(1)RSET専任教員WGの活動について、(2)員WGの活動について、(2)部門共同テーマの立案と実行について、
（3）外部アドバイザーの意見について、(4)RSET専任教員による研究紹介セミナーの企画・開催
について、（5）その他報告等
･第2回専任教員WG:平成24年4月18日（水)15:00～17:00
＜主な議題＞（1）當摩准教授の研究紹介、（2）各自の競争的資金獲得の状況と方針について情報
交換、（3）専任教員のH24年度研究活動計画について、(4)その他報告等
･第3回専任教員WG:平成24年6月13日（水)15:00～16:30
＜主な議題＞（1）河野助教の研究紹介、（2）專任教員主催セミナーについて、（3）専任教員の
H24年度研究活動計画について、(4)外部資金についての情報交換、(5)その他報告等
･第4回専任教員WG:平成24年7月18日（水)15:00～16:30
＜主な議題>(1)三木教授の研究紹介、(2)専任教員主催セミナーについて、(3)その他報告等
･第5回専任教員WG:平成24年8月8日（水)15:00～16:30
＜主な議題＞（1）本多助教の研究紹介、（2）専任教員主催セミナーの準備について、（3）環境フ
ェアの対応について、（4）競争的資金に関する情報交換、（5）その他報告等
･第6回専任教員WG:平成24年10月23日（火)15:00～16:30
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＜主な議題＞（1）石島准教授の研究紹介、（2）専任教員主催セミナーの準備について、（3）その
他報告等
･第7回専任教員WG:平成24年12月25日（火)16:00～17:30
＜主な議題＞（1）専任教員主催セミナーについて、（2）来年度以降の活動方針について、（3）そ
の他報告等
2.RSET部門間に跨る研究教育活動について
（1）里山グリーンイノベーションを目指した研究拠点形成とグローバル人材育成（金沢大学次世代重
点研究プログラム）（実施中）
代表：高橋憲司教授（第5部門協力教員)、分担(RSET関係者のみ記載):第1部門・前田准教授（兼
任)、生越准教授，井改助教（協力)、第2部門・榎本准教授（兼任)、山本茂教授（協力)、第4部
門・石島准教授（専任)、第5部門・本多助教（専任)、仁宮助教（協力）
（2）水中プラズマによるバイオマス転換プロセスの基礎検討（第4部門・石島准教授（専任）報告）
第5部門・高橋（憲）教授（化学物質分析）と共同し、従来法では処理時間がかかるバイオマスに
関し、有用化学物質への転換プロセスや排液処理等において、液中プラズマ利用の可能性を検証す
る。
（3）機能性液中プラズマによる火力発電プロセス排水の環境調和型処理法の開発（第4部門・石島准
教授（専任）報告）・・第5部門・池本教授（水質評価）と共同し、火力発電プロセス排水中の化学
物質処理を、低環境負荷で高速処理するプロセスとして、機能性液中プラズマ適用の可能性を検証
する。
（4）液滴含有大気圧プラズマ源の開発と気相診断（第4部門・石島准教授（専任）報告）.．第2部門・
榎本准教授（液滴制御)、第5部門・高橋（憲）教授（化学物質分析)、仁宮助教（生物工学）とと
もに、ミスト，液滴を含む非平衡大気圧プラズマ源の開発を行い、プラズマにより生成される様々
な活性種診断を行うとともに、医療応用や先進製造プロセスへの適用可能性を検証する。創傷治癒
効果の検証は、保健学系・中谷教授と共同して実施する。
3.RSET全体に係るシンポジウム・セミナー等
･RSET専任教員主催セミナー「サステナブルな社会を拓くエネルギー・環境技術の研究開発最前線」（平
成24年ll月10日(J=z)13:00～17:30、金沢大学サテライトプラザ、約50名参加）
･金沢大学理工研究域サステナブルエネルギー研究センター(RSET)第2回アドバイザリーボード会合
（平成25年1月26日（士)13:00～17:00、アドバイザおよび金沢大学の関係者のみで開催）
4.RSET自然エネルギー活用部門『第2部門目標具体化集中会議」
・先端科学・イノベーション推進機構(FSI)の平子先生の協力のもと、次年度以降の第2部門の研究活
動を具体化していくための『第2部門共通目標』策定のための議論を集中的に行った。
（平成25年3月31日（日)13時～4月1日（月)12時、石川県青少年総合研修センター（金沢市常
盤町212-1)、参加者：高橋（センター 長)、上杉（副センター 長)、木綿（第2部門長)、河野、榎本、平
子(FSI)
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アドバイザリーボード報告(RSET全般）
I自己評価（センター長記載）
II外部アドバイザー（産総研・矢部彰様）のご意見
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研究成果の目標達成度:A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い (B)
研究開始から現在までの達成状況を評価するとともに、課題を整理・解析してコメントして下さい。
平成24年度年間事業スケジュール表にほぼ沿った形で、RSET活動を行うことができた。
特に専任教員5名が昨年度着任したことを踏まえ、年度初めから、専任教員WGを立ち上げ
て、部門間の連携強化に向けた下地を構築する努力を行った。その成果はまだ目に見えた形
にはなっていないものの、研究活動として幾つか動き出した。しかし、昨年度のコメントに
あった「工学的な目標をしっかり作り上げること」については、部門毎に設定した目標に向
かって努力している段階であり、RSET全体で議論するに到っていない。
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:7既ね適切C:やや不適切D:不適切(B)
前項の評価を反映させ、課題に対する計画の改善点を明示し、コメントして下さい。
次年度はRSET設立3年目(2013年）の自己評価を実施する年にあたり、第2回公開シン
ポジウムを実施すると共に、各部門が設定した「工学的な目標」についてRSET全体で議論
し、しっかりと先を見据えた素地を確立することが肝要と考えている。また、外部資金獲得
や研究成果の社会的還元に向けたRSETとしての取組を強化して行く。
研究成果の目標達成度:A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い (B)
コメント
適切な教員の補強等がなされ、各課題に対する取り組みも本格化してきた点は、高く評価さ
れる。各課題とも、何をターゲットにして、どのような成果を目標にして活動するかが、議
論されてきており、基盤が出来つつある点が評価される。RSET全体で、どのような成果を
目指すのかについての議論は、多くの機会を見つけて、さらに、議論をすることが重要であ
ると思われる。金沢大学としての特徴の出し方は、研究の独創性と共に、地域ニーズを踏ま
えてしっかり議論すべきと思われる。たとえば、災害時の防災拠点としてのエネルギー自立
基盤の確立への貢献などが考えられる。
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:概ね適切C:やや不適切D:不適切(A)
． メント
各部門間の融合を図る努力、各部門で、出口となる目標を見出す努力がなされており、高く
評価される。センター長のリーダーシップも発揮されており、全体としてまとまりを作り上
げようとする努力が見られる点は、高く評価される。今後とも、皆で議論し合い、エネルギ
ーについて議論し合い、工学的な出口について語り合う雰囲気を維持することに心がけてほ
しい。社会ニーズの把握、経済性の議論など、社会との接点に当たる技術の議論を、さらに
深めてほしい。なお、以下に現在の社会ニーズに関するコメントを付記する。
第4期科学技術基本計画の大方針
マーケット・プルな研究開発の強化
第3期
??
グリーンイノベーション、ライフイノベーションの推進
マーケット・プル： 市場の欲しているもの、技術ニーズ、社会ニーズの把握（技術プ
ツシュではない、技術の動的な変化に対応）そのためには、技術の出口イメージを議論し、
社会貢献の観点から中長期的に重要な研究課題として設定
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出口イメージの議論の有効な実施方法
昨年実施した第1部門のブレーンストーミング
大学院の学生さん達の主体的な参加・主導的な役割
「有機薄膜太陽電池」の出口イメージ
どこでも太陽電池のイメージ、めがね発電でGPS表示、日傘発電で地図表示、融雪シート、
ステンドグラス発電、ロールカーテン発電（大量生産目的ではなく、特徴を出す）
技術の出口に関するブレーン・ストーミング
大学院生が出口を意識して研究することを推進できる
部門間の融合の議論の推進に貢献可能
（5部門で実施できると、サステナブルエネルギー研究センターの全体像を体系化するとき
に役立つと期待される）
東日本大震災後に新たに工学に強く求められていること：
技術を社会の中でわかりやすく正確に説明すること
（どのような技術として社会の中で役立つのか、新技術としてのリスクは、経済性は、エネ
ルギー量としての貢献は）
東日本大震災後のエネルギーに関する新たな社会ニーズ
防災避難拠点としてのエネルギー基盤施設の設置
(太陽光や風力、蓄電池などを有機的に設置連携し、数日程度の停電でも避難し生活できる
地産地消型公民館)RSETの目標の一つとなりうるのでは
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第2回RSETアドバイザリーボード会合報告
金沢大学理工研究域サステナブルエネルギー研究センター(RSET)の第2回アドバイザ
リーボード会合が平成25年1月26日（土）に金沢大学自然科学図書館棟で開催されまし
た。今回のアドバイザリーボード全体会合では、各部門のアドバイザーの方々全員にご出
席いただき、当センター5部門に属する専任教員5名がそれぞれの研究活動を報告するとと
もに、活発な質疑応答が行われました。
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プログラムは、以下に示す通りです。
l■■
13:00-13:05 開会の挨拶福森義宏理工研究域長
13:05-13:10
13:10-13:25
13:25-13:40
13:40-13:55
13:55-14:10
14:10-14:25
14:25-14:30
14:30-14:35
14:35-
RSET全般高橋センター長･RSET活動の簡単な紹介と自己評価
第1部門當摩哲也專任教員の研究・活動報告
第2部門河野孝昭専任教員の研究・活動報告
第3部門三木理専任教員の研究・活動報告
第4部門石島達夫専任教員の研究・活動報告
第5部門本多了専任教員の研究・活動報告
ご講評矢部チーフアドバイザー
閉会の挨拶加納重義自然科学研究科長
（部門別アドバイザリーボード会合へ移動）
冒頭、福森義宏理工研究域長の挨拶では、当研究センター設立の背景、意義、役割などを
ご紹介いただき、続いて、高橋光信RSETセンター長から、本年度のRSET活動状況につい
てご説明をいただきました。
第1部門は､有機薄膜太陽電池の研究開発に取り組んでおり、
本講演では、低分子系有機半導体の真空蒸着による有機薄膜太
陽電池の作製について報告がなされました。分子を真空中で積
層し太陽電池を作り上げる本手法では、基板や下地の効果によ
り結晶性や配向を制御することができ、太陽電池性能も併せて
向上することができます。講演後、有機薄膜太陽電池の将来性
についてコメントがなされました。
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第2部門は、小規模分散型電源システムとして、風力や水力等の
自然エネルギーを活用する技術開発と得られる変動電力を内燃機
関により補完する技術開発に取り組んでおり、講演では主に、垂直
軸風車の騒音発生に関する研究や風車周りの流れ特性に関する研
究状況が紹介されました。質疑応答においては、騒音に関するもの
に加え、目的の明確化の必要性について助言がありました。
第3部門は、炭素循環型社会に向けた環境エネルギー革新技術の
開発を行っており、本講演では、石炭火力発電所から発生する石炭
灰を有効活用した大型海藻（ホンダワラ類）の効率的な生産プロセ
スの研究開発状況が紹介されました。講演内容に対して、地産地消
の考え方や大型海藻の有効利用方法などについての質疑応答がな
されました。
第4部門は、持続可能な社会の実現に向け重相構造プラズマを用
いた環境・エネルギー材料に関わる革新的基盤技術の開発を行って
おり、講演では従来の半導体製造工程で薬品を用いるプロセスに代
わる純水-プラズマ相互作用を用いた新規プロセスの研究開発状況
について紹介されました。講演後、重相構造プラズマ診断技術開発
の重要性についてコメントがなされました。
第5部門は、未利用バイオマスの利用技術と環境負荷低減プロセ
スの開発を中心とした研究を行っており、本講演では、下水処理水
からの藻類バイオマス生産プロセス開発と在外研究による正浸透
膜ろ過う°ロセス開発について紹介されました。松井アドバイザーよ
り、今後も継続して成果を出すことを期待する旨のコメントを頂き
ました。
矢部チーフアドバイザーより、次の科学技術基本計画に示された
社会が求める技術を意識した研究開発を推進するための一つの方
策としてブレーンストーミング活用の提案がなされました。具体的
な出口技術を議論し、要素を抽出することで、大学院生の研究への
取り組み意識を向上させるとともに、RSETの部門間融合の議論、
全体的な活動の体系化にもつなげて欲しいとのコメントがなされ
ました。さらに、防災避難拠点としてエネルギーを自律的に供給て
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的に供給できる地産地消型の公民
館といったような、付加価値を設けたターゲットを見出すことがRSET全体として大事との
アドバイスがなされました。
最後に、加納重義自然科学研究科長からアドバイザリーボード会
合にご出席いただきました方々への感謝が述べられ、今後のRSET
の研究活動に対する期待の言葉で閉幕となりました。
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第1回RSET専任教員主催セミナー報告
｢サステナブルな社会を拓くエネルギー・環境技術の研究開発最前線」
金沢大学理工研究域サステナブルエネルギー研究センター(RSET)の専任教員5名が主
催する第1回RSET専任教員主催セミナーが平成24年11月10日（土）に金沢大学サテラ
イトプラザで開催されました。本セミナーでは、当センター5部門に属する専任教員5名が
それぞれの研究活動を報告するとともに、東京大学大学院新領域創成科学研究科副研究科
長・教授味埜俊様から当センターの研究活動主旨に関連したご講演を頂きました。
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プログラムは、以下に示す通りです。
13:00-13:151開会の挨拶(RSETセンター長高橋光信）
基調講演：
「サステイナビリティーよりよい未来の構築のために考えるべきこと～」
味埜俊（みのたかし）
東京大学大学院新領域創成科学研究科副研究科長・教授
サステイナビリティ学グローバルリーダー養成大学院
プログラムコーディネーター
13:15-14:15
14:15-14:301休憩
第1部門紹介と研究紹介（當摩哲也）
「有機薄膜太陽電池の新規構造開発とその展開」
14:30-15:00
第2部門紹介と研究紹介（河野孝昭）
「小形風車の設置に向けた建築物屋上の風条件の数値流体解析」
l5:00-15:30
第3部門紹介と研究紹介（三木理）
「産業副産物を活用した海洋バイオマス高効率生産プロセスの開発」
15:30-16:00
16:00-16:151休憩
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7.RSET全体の活動状況
16:15-16:45 第4部門紹介と研究紹介（石島達夫）
｢水中プラズマを用いた低環境負荷型プロセスの開発」
16:45-17:15 第5部門紹介と研究紹介（本多了）
｢下水処理水を利用した地球温暖化緩和型エネルギー・バイオマス生
産プロセスの開発」
17:15-17:30 閉会の挨拶(RSET第3部門長三木理）
冒頭､高橋光信RSETセンター長の挨拶では､RSET設立の意義と今後の果たすべき役割、
および、今回の専任教員主催のセミナー開催の趣旨について述べられました。
基調講演では、「サステイナビリティーよりよい未来の構築のために考えるべきこと～」
と題して、東京大学大学院新領域創成科学研究科副研究科長・教授味埜俊様から、
サステイナビリテイ(Sustainability)に関わる問題の複雑さ．幅広さなどの特徴をご説明い
ただくとともに、「多様性を尊重することの大切さ｣、「教育の位置づけ｣、「アジアの貢献」
についてご自身の御体験を交えてご紹介いただきました。
第1部門は、有機薄膜太陽電池の開発を行っており、本講演では、研究開発中の「ナノ
ロッドシートを用いた新構造太陽電池」の概要、最新の研究成果（効率が単純積層型に比
べて3倍の値(4.1%)を示し、従来のバルクヘテロ型太陽電池を越える等)、今後の展開に
ついて紹介されました。第2部門は、地産池消対応型の自然エネルギー活用技術システム
の開発を行っており、本講演では、建築物屋上に小形風車が導入される事例が増加してい
ることから、幅40m・奥行40m・高さ80mの正方形柱形状建築物周りの流れ場について
スーパーコンピュータを用いたシミュレーションで再現し、その屋上の風条件を調査した
研究成果について報告されました。第3部門は、炭素循環型社会に向けた環境エネルギー
革新技術の開発を行っており、本講演では、石炭火力発電所や製鉄所から発生するCO2、石
炭灰、スラグ、排熱の有効活用や再資源化促進を目指した、海洋バイオマス（大型海藻や
海産性微細藻類）の効率的な生産プロセスの研究開発状況について紹介されました｡第4
部門は、固体．液体・気体・プラズマの4つの異なる相が混在する状態である重相構造プ
ラズマに着目して研究を進めており、本講演では、重相構造プラズマに関わるプラズマプ
ロセスの中で、環境負荷低減を考慮した新しい水中プラズマプロセスを取り上げ、その概
要と最新の研究成果について報告されました。第5部門は、未利用系バイオマスの利用技
術の開発とシステムの最適化によるクリーンエネルギー創造について研究を進めており、
本講演では、膜ろ過を利用した培養プロセス（メンブレンフォトバイオリアクター）と正
浸透膜を用いた低エネルギー消費型栄養塩濃縮プロセスの開発について紹介されました。
このようなセミナーを通じて一般の市民の方々からRSETの研究活動に対するご理解を頂
くことは極めて重要と考えており、今後も継続して開催していくことを予定しております。
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